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Chapter10　特殊撮影技法 (1) 特殊撮影技術の表現
1. 特殊撮影とは

＝さまざまな工夫を凝らして、肉眼を超えて対象の真実に迫る工夫、映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを楽しく面白くする工夫、忍耐強く対象に迫る努力、そのほか撮影のための様々な努力・アイデアなどのこと。多彩で広義。「真実の姿を写す」ための特殊撮影であり、また、「心の中で、こうありたいとする真実（の願望）」への王道である。映像表現の根源的な要素。なお、トーキーにおいては音響効果も大事な要素となる。

3. ＳＦＸとＶＦＸ
・「SFX」のもとの意味は？…　「ハリウッド最新のSFXを駆使した・・・」などと言われるが…

　　＝一般には「スペシャル・エフェクト＝特殊効果」の略とされ、日本語では「特撮」と訳されることが多い。

　　＝ハリウッドでは、SFXというと、普通はサウンド･エフェクト（音響効果）の略語だとされるが、特殊撮影の意味で使われる場合もある。この場合でも、スペシャル･エフェクトといえば、雨や風、爆発などの効果や、模型や人物をワイヤで吊る操作など、「撮影現場で施される効果」のことを言う。この場合、CGやディジタル合成などの「後処理を含む特殊効果」は、スペシャル・エフェクトには含まない。

　
　・「VFX」（ビジュアルエフェクト）

＝スペシャル・フォトグラフィック・エフェクトから変化した語。撮影現場とは別につくられるCGや、撮影後に映像素材を加工・合成する作業。現在では、SFXとVFXを含めて「特撮」と解釈されている。

＝日本で特撮担当は「特撮監督」といわれる。円谷英二だけは「特技監督」というカリスマだったが、これを樋口真嗣が知らずに名乗って大騒ぎになった。知らないとはオソロシイ…。

○特撮の目的＝映画世界に観客をひきずりこむ（観客のリテラシーの成長とともに、必要なレベルが変化）

・実際には存在しない、見えないものを視覚化する＝宇宙船や恐竜など

・感情（喜びや恐怖など）や季節感などの情感表現　　
・経費の節減や安全対策、失敗のフォローなど
4. シネマティック・アート・フォームの３原則（中子真治「ＳＦＸの世界」より）
第１原則：フィルムは必ずしも24fps.（毎秒24コマ）で継続的に露光される必要はない。１フレームずつ別々に露光するアニメーション・フォトグラフィや、フィルムのスピードを落として露光するタイム・ラプス・フォトグラフィというテクニックがある。つまり映画は、まるで生きているように感じさせる一連のスティル・フォトにほかならないのである。

第２原則：ミニチュア、グラス・アート、モンスター・マスクなどのフェイクを、レンズをとおして現実的に映像化できる。同様にスタント・マンも、少なくともロングショットにおいては実際の俳優とそっくりに写すことができる。これがシネマティック・イリュージョンの基本である。

第３原則：複数のイメージをコンバインして、まるで同時に撮影されたかのようにいっしょに動かすことができる。これがコンポージット・フォトグラフィーの基本である。

　
5. 特撮の16のカテゴリー

	1 MECHANICAL

2 FULL　SCALE

3 PROP

4 MINITURE

5 REAR　PROJECTION

6 FRONT　PROJECTON


	7 STATIONARY　MATTE

8 OPTICAL　PRINT

9 TRAVELING　MATT

10 MOTION　CONTROL

11 ANIMATION

12 COMPUTER　GRAPHIC　


	13 MAKE　UP

14 MUPPET

15 MODEL　ANIMATION

16 STUNT




	予告
　今年度『映像表現論』期末レポートは、“千葉を舞台にした短編映画（ドラマ）のアイデア（プロット）を「創作」するか、またはストーリーやアイデアのベースとなる原典（民話や原作など）を示すこと。”とします。提出要領は、ワープロ打ち、Ａ４用紙1枚以上。プランは何通りでも可。いまから、さまざまなアイデアを練っておいて下さい。（優れたアイデアは、来年度以降、映像ゼミが実作化する可能性もありますので、その際はご了承下さい）


